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宮崎県土地改良事業団体連合会第 68回通常総会の様子
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第68回通常総会並びに第68回土地改良功労者表彰式の開催
　本会は、去る３月23日、宮崎県土地改良会館４階研修室にて、会員及び関係者合わせて約150
名出席のもと、第68回通常総会並びに土地改良功労者表彰式を開催した。
　はじめに、後藤田悦男 副会長が開会宣言し、宮原義久 会長が「今後
5年間の農業構造転換集中対策期間に、生産性向上に向けた大区画化
などを集中的に推し進めるため、令和8年度農業農村整備事業に係る
予算は、別枠予算を含め昨年度を442億円上回る6,942億円が確保さ
れました。本会としましても、大区画化等推進協議会の設置など、農業
農村整備事業を効率的かつ積極的に推進するとともに、引き続き、予
算確保に向けた要請活動を強力に行ってまいります。」と開会挨拶を
行った。
　続いて、土地改良功労者表彰式が執り行われ、県知事表彰として団
体1団体、個人2名、宮崎県土地改良事業団体連合会会長表彰として、
個人21名が表彰された。（各受賞者は次頁のとおり）
　来賓としてご臨席いただいた、緒方和之 九州農政局長、河野俊嗣 宮
崎県知事、外山衛 宮崎県議会議長による祝辞が述べられた後に、金子
政司 水土里ネット延岡市理事長を議長に選任し議事に移った。
　全議案が承認された後、甲斐宗之 理事（高千穂町長）が要望事項の
決議文を力強く朗読し、満場一致で採択された。
　最後に、川野恒道 副会長（水土里ネット宮崎市生目理事長）の閉会
宣言により通常総会は盛会裡に終了した。

議事
第１号議案　令和６年度事業報告書、貸借対照表、収支決算書及び財産目録の承認について
第２号議案　令和７年度一般会計収入支出補正予算の決定について
第３号議案　令和８年度経費の賦課及び徴収の方法の決定について
第４号議案　令和８年度役員報酬の決定について
第５号議案　令和８年度事業計画及び収支予算の決定について
第６号議案　令和８年度取引金融機関及び借入金限度額並びに借入方法の決定について
第７号議案　役員の選任について（理事1名）

宮原会長

後藤田副会長

外山県議長

甲斐町長

緒方局長

河野知事

金子理事長

川野理事長

 【決議事項】
一、 食料・農業・農村基本法に即した農業の構造転換を集中的に推し進めるため、農業農村整備事業に
係る必要な予算を安定的に確保すること。

一、 食料安全保障の確保及び農業の持続的な発展に寄与するため、農地集積・集約化、高収益営農への
転換、スマート農業の導入を促す基盤整備を推進すること。

一、 農村地域の国土強靱化を図るため、国土強靭化実施中期計画を早期策定し、農業水利施設の更新・
長寿命化や豪雨・地震対策を着実に推進すること。

一、 高い公共性・公益性を有し、食料の安全保障に貢献する土地改良区の運営基盤が強化されるよう、
　  農業水利施設等を適切に保全管理する連携体制の構築や燃料・電気料金価格高騰対策などの支援を
　  引き続き推進すること。
一、 農業農村が有する多面的機能を維持・発揮するため、多面的機能支払活動組織の広域化や土地改良区
との連携強化を推進するとともに必要な予算を確保すること。
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河野知事と県知事表彰受賞者 宮原会長と表彰受賞者

１.宮崎県知事表彰（個人）
市町村名 所属団体名 職　名 氏　名

都  城  市 上 下 水 流　土地改良区 理 事 長 田 代 良 人
都 農 町 都 　 南　土地改良区 前 理 事 長 黒 木 孝 幸

２.宮崎県知事表彰（団体）
市町村名 団体名

小  林  市 野 尻 原　土地改良区

３.宮崎県土地改良事業団体連合会会長表彰（個人）
市町村名 所属団体名 職　名 氏　名
宮 崎 市 大 淀 川 右 岸　土地改良区 理　　　事 鍋 倉 一 己
宮 崎 市 宮 崎 市 生 目　土地改良区 理　　　事 福 　 嶋 　 九 州 男
国  富  町 木 森 井 堰　土地改良区 前 理 事 長 兒 玉 敏 美
日  南  市 南 郷 町　土地改良区 職　　　員 上 　 原 　 ゆ う 子
串  間  市 大 島 堰　土地改良区 副 理 事 長 井 手 義 利
串  間  市 大 島 堰　土地改良区 監　　　事 武 田 盛 光
都  城  市 大 五 郎　土地改良区 理　　　事 大 田 一 弥
都  城  市 庄 内　土地改良区 監　　　事 花 原 正 二
三  股  町 蓼 　 　 　 池　土地改良区 理　　　事 小 林 正 美
小  林  市 西 諸　土地改良区 理　事　長 前 田 喜 輝
え び の 市 え び の 市　土地改良区 理　　　事 内 山 俊 一
高  原  町 高 原 高 千 穂　土地改良区 理　　　事 中 嶋 福 重
西  都  市 三 納 川 筋　土地改良区 副 理 事 長 齋 藤 重 保
西  都  市 杉 安 堰　土地改良区 筆 頭 理 事 壹 岐 君 信
西  都  市 杉 安 堰　土地改良区 理　事　長 橋 口 久 德
延  岡  市 延 岡 市　土地改良区 理　　　事 牧 野 哲 郎
延  岡  市 速 日 峰　土地改良区 副 理 事 長 大 久 保 　 信 　 幸
延  岡  市 宮 原 堰　土地改良区 監　　　事 佐 　 藤 　 友 一 郎
高 千 穂 町 向 山　土地改良区 理　　　事 飯 干 善 勝
高 千 穂 町 押 方　土地改良区 理　事　長 奈 須 祐 雄
高 千 穂 町 押 　 　 　 方　土地改良区 理　　　事 戸 髙 章 司

～土地改良功労者表彰、土地改良事業功績者表彰受賞者～
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　全国水土里ネット（二階俊博会長）は、去る３月25日、東京都千代田区のシェーンバッハ・サ
ボーにて、第67回全国土地改良功労者等表彰並びに農業農村整備優良地区コンクール表彰式を
開催した。
　式典では、はじめに、二階会長が主催者を代表して、
「本日、受賞される皆様の長年にわたる土地改良事業や
土地改良区運営への献身的なご努力に敬意を表します。
『農は国の礎

もとい
』であり、農を支える水土里ネットの役割は

ますます重要となってまいります。進藤金日子さんを先
頭にして、土地改良関係者が力をあわせ一丸となって
闘っていきましょう」と式辞を述べられた。続いて、来賓
挨拶に移り、鈴木憲和 農林水産大臣並びに進藤金日子 
全国水土里ネット会長会議顧問が祝辞を述べられた。
　その後、表彰に移り、農林水産大臣表彰５地区、農林水
産省農村振興局長表彰２地区、全土連会長表彰50団体、
個人表彰117名、また、農業農村整備優良地区コンクー
ルにて農業振興部門13地区（農林水産大臣賞：２地区、
農林水産省農村振興局長賞４地区、全国水土里ネット会
長賞７地区）、中山間地域等振興部門８地区（農林水産大
臣賞：２地区、農林水産省農村振興局長賞３地区、全国水
土里ネット会長賞３地区）がそれぞれ表彰された。

表彰式の様子

（受賞者）後列左から山新土地改良区（下沖理事長）、宮崎県農業振興公社（田口技監）
　　　　前列左から大淀川右岸土地改良区（鍋倉理事長）、河野理事長、戸髙理事長

二階会長 鈴木大臣

＜本県からの受賞者＞
■全土連会長表彰：団体
　　大淀川右岸土地改良区（宮崎市）
　　山新土地改良区（三股町）

■農業農村整備優良地区コンクール　農村振興局長賞　（農業振興部門）
　　須美江地区（延岡市）　推薦団体：公益社団法人宮崎県農業振興公社

■全土連会長表彰：個人
　　河野　保重（日 南 市：南郷町土地改良区 理事長）
　　戸髙　利徳（日之影町：日之影土地改良区 理事長）

全国水土里ネット第67回全国土地改良功労者表彰式の開催

進藤顧問
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宮崎県大区画化等推進協議会の設立総会を開催

宮崎県は、去る３月27日に宮崎県土地改良会館４階研修室にて、関係者約60名出席のもと
大区画化等推進協議会の設立総会を開催した。

はじめに、戸髙久吉　宮崎県農政水産部農村振興局長が「本県農業に
おいても、担い手の減少や高齢化が加速する中、生産性の高い、稼げる農
業への転換は一刻の猶予も許されない喫緊の課題です。現在策定中の
第八次宮崎県農業・農村振興長期計画においても、スマート農業の導入
や作業効率化の基盤となる農地の区画拡大を最重要施策の一つとして
掲げているところです。本協議会を軸として、市町村及び関係団体の皆
様と密に連携し、本県農業の基盤をより強固なものにするため、全力を
尽くしてまいる所存です」と挨拶した。
その後、各議案が承認された後、会長に選任された、本会の浜田常務
理事が「私ども連合会としましては、事務局の重責を担う立場として、本
日参加いただいた全市町村、ならびに県の関係機関の皆様と一体になっ
て、地区の掘り起こしから現地調査など、採択に向けた手続きを経て、交
付事務に至るまで、全力で伴走支援していく決意でございます」と就任
挨拶をした。

大区画化等加速化支援事業の推進について
【目的】
農業構造転換集中対策として新たに創設された「大区画化等加速化支援事業」による簡易基盤整備に

取り組み、農地の集約化及び区画拡大の加速度的な推進を図る。
【概要】
支援内容：ほ場の区画拡大に向けた畦畔除去等、農業者自らが行う簡易な基盤整備に対し助成

【事業活用によるメリット（従来の取組との違い）】

お問合せ先：宮崎県大区画化等推進協議会（TEL：0985-24-3361）
　　　　 （水土里ネット宮崎 地域振興課内）

開会挨拶（戸髙局長）

就任挨拶（浜田常務理事）

従来のほ場整備事業（県営の例） 大区画化等加速化支援事業

面積要件 あり（20ha以上） なし

事業採択までの期間 長い（５年程度） 短い（１年程度）

事業実施期間 長い（平均10～15年程度） 短い（１年～３年程度）

市町村の予算措置 要 不要
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令和７年度宮崎県農地集団化事業に関する研修会を開催

高原町土地改良区合併予備契約書調印式を開催

　宮崎県農地集団化推進協議会（丸山裕次郎会長：高原町長）は、去る１月23日、宮崎県土地改良
会館４階研修室にて、会員及び関係者約190名出席のもと、令和７年度宮崎県農地集団化事業に
関する研修会を開催した。
　はじめに、浜田真郎 委員（水土里ネット宮崎常務理事）が「換地及び交換分合を積極的に推進し、農地の集
団化を図ることにより、農業生産力の向上と農業経営の合理化に寄与することを目的として、農地集団化に
関する研修会を行っております。本日の研修会が皆様にとりまして有意義なものとなりますよう祈念いた
します」と挨拶した。
　その後、地域計画、農地の集積・集約、農地売買事業、中間管理事業の貸借、相続未登記農地の取扱いの具体
的な手法について研修を行った。
●研修内容
1.「地域計画、農地の集積・集約について」
　　講師:宮崎県　農政水産部　農村振興局　担い手農地対策課
　　　 　主任技師　原田 聖斗
2. 「農業振興公社の農地売買事業について」
　　講師：公益社団法人　宮崎県農業振興公社　農地二課
　　　 　課長　假屋 光彦
3. 「中間管理事業の貸借について」
　　講師：公益社団法人　宮崎県農業振興公社　農地一課
　　　 　技師　永井 俊吉
4. 「ほ場整備事業における相続未登記農地の取扱いについて」
　　講師：水土里ネット宮崎事業部換地課
　　　 　換地２係長　外薗　浩二

　高原町土地改良区統合整備推進協議会(新地和廣 会長：狭野土地改良区理事長)は、去る１月27
日、高原町総合保健福祉センターほほえみ館にて、関係者約50名出席のもと合併予備契約書調印
式を開催した。この合併は、農業・農村を取り巻く情勢の変化を踏まえ、高原町内７土地改良区が
組織運営の効率化と財政基盤の強化を図ることを目的に進めており、合併後は１町１土地改良区
となり、新しい農業の展開と活力のある村づくりの一翼を担う組織として、土地改良事業の更な
る推進が期待される。
　調印式は、新地会長の主催者挨拶に始まり、来賓紹介後、
丸山裕次郎 高原町長を立会人として各理事長が合併予備
契約書へ調印した。
　続いて、来賓を代表して丸山町長、城ヶ﨑浩一 宮崎県西
諸県農林振興局長、浜田真郎 水土里ネット宮崎常務理事が
それぞれ祝辞を述べた。
　今後は、現在の７土地改良区が総代会の議決を経て令和
９年２月までの合併を目指す。

研修会の様子

合併予備契約書調印式の様子

（合併後）
　高原町土地改良区

（合併前）
　高原高千穂土地改良区、狭野土地改良区、蒲牟田土地改良区、南俣土地改良区
　霧島狭野原土地改良区、湯之元土地改良区、宇都土地改良区
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令和７年度ため池講習会を開催
　宮崎県ため池保全サポートセンターは令和８年１月16日
から30日にかけて、ため池管理者を対象に県内５箇所にお
いて、講習会を開催した。
　講習会は、ため池管理者の適切な「日常管理・監視」を目的として
おり、「ため池保全サポートセンターについて」「ため池の日常管理
について」をテーマに実施した。
　参加者からは「近年の異常気象に加え、管理者の高齢化や鳥獣害
対策など維持管理が年々大変になってきていることから、今回学
んだことを活かし適正に対応していきたい」など、活発な意見や質
問等が出された。
　なお、本研修会は、令和８年度以降も順次開催される予定。

□ 洪水吐に土砂の堆積や障害物（流木などはありませんか？）
□ 洪水吐流入部にため池の貯水量を増やす目的で土のうなどを積んでいませんか？
□ 構造物にひび割れや破損はありませんか？
□ 構造物の接続部などから漏水はありませんか？

開催箇所一覧

洪水吐の点検方法（※講習会資料一部抜粋）

講習会の様子（宮崎市）

障害物（流木） 構造物のひび割れ

市町村 管　理　者 池　数 日　程 場　所

宮崎市

宮崎市北土地改良区 28池
1月19日AM 宮崎市北地域センター

2F大会議室1月19日PM

中方,東禅寺・鈴町土地改良区 14池 1月27日
宮崎市佐土原総合支所会議室

新木,南田,江原,黒田土地改良区 9池 1月21日

国富町 木脇,薩摩原土地改良区 9池 1月30日 国富町役場　第2会議室

日南市 日南市東郷土地改良区 15池 1月16日 日南市東郷土地改良区事務所

西都市 三納川筋土地改良区 17池
1月22日

三納川筋土地改良区事務所
1月23日

お問合せ先：宮崎県ため池保全サポートセンター（TEL：0985-24-3498）
　　　　 （水土里ネット宮崎 施設管理課内）

宮 崎 の 土 地 改 良 第647号　　(7)令和 8 年 5 月
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(令和5年度宮崎県から派遣：2年8ヶ月勤務)

(前役職名 宮崎県農政水産部農村振興局
 　　　　　　　　　　　農村整備課技師)

(令和２年度入会：６年間勤務)
●前役職名／総務部会員支援課主任

●役職名／総務部地域振興課主任

●前役職名／総務部会員支援課技師

派遣期間満了・退会者の紹介

水土里ネット宮崎　参与就任の紹介

派遣者の紹介

令和７年 11 月末をもって派遣期
間の終了を迎えました。
会員並びに関係機関の皆様には在
任中、大変お世話になり有り難う
ございました。

令和８年４月１日より新しく参与が就任しましたのでご紹介します。

【主な経歴】
令和５年４月 ～ 宮崎県西諸県農林振興局長
令和６年４月 ～ 宮崎県農政水産部農村振興局長
令和８年３月　  宮崎県庁　退職
令和８年４月 ～ 宮崎県土地改良事業団体連合会参与

今年度よりお世話になります。
よろしくお願いします。
宮崎県多面的機能推進協議会、
宮崎県大区画化等推進協議会の
事務局の一員として、精一杯頑張ります。

令和７年度末をもって退職いたし
ました。
会員並びに関係機関の皆様には在
任中、大変お世話になり有り難う
ございました。

● 役職名／主事
● 所 属／総務部総務企画課
● 出身校／宮崎大学
　　　　　  地域資源創成学部

● 役職名／技師
● 所 属／事業部設計課
● 出身校／宮崎県立都城農業高等学校
　　　　　  農業土木科

Profile Profile
横
よこ

山
やま

　蘭
らん

窪
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田
た
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弥
や

新規採用職員の紹介

令和 8 年度より新たに入会しました。
よろしくお願いします。

宮 崎 の 土 地 改 良 令和 8 年 5 月(8)　　第647号



本会では、令和７年度に以下の職員が新たに資格を取得しました。一層の技術力向上のため、
引き続き資格取得に取り組んで参ります。

令和７年度水土里ネット宮崎　資格取得者の紹介

今山　空
（事業部設計課）

宮脇　裕二
（総務部南部事務所 農村整備課）

福重　昭宏
（総務部南部事務所 農村整備課）

松本　十郎
（事業部技術情報課）

長友　優和
（総務部施設管理課）

石田　光一郎
（総務部集落排水対策室）

瀬戸口　萌子
（総務部総務企画課）

滝谷　亮
（総務部集落排水対策室）

盛田　康世
（事業部換地課）

測量士 一級土木施工管理技士測量士補 二級土木施工管理技士

土地改良換地士無人航空機操縦士二等 第二種衛生管理者 防災士

迫田　浩平
（事業部換地課）

正ヶ峯　諭
（事業部換地課）

山下　恭太
（事業部設計課）

日髙　崇司
（総務部施設管理課）

土地改良補償業務管理者農業用ため池保全管理技士農業土木技術管理士

※  所属部署は
　  令和８年3月31日時点

資　格　名 人員 資　格　名 人員 資　格　名 人員

農
業
土
木

技術士（総合技術監理－農業－農業土木） 1名

施
設
管
理

農業農村地理情報システム技士 4名

農
村
環
境

環境計量士 1名
技術士（農業－農業土木） 1名 第二種電気主任技術者 1名 農業集落排水計画設計士 6名
技術士補（要件のみ） 18名 第三種電気主任技術者 1名 浄化槽管理士 11名
農業土木技術管理士 28名 第一種電気工事士 1名 浄化槽技術管理者 8名
農業用ため池保全管理技士 4名 第二種電気工事士 2名 浄化槽設備士 7名
畑地かんがい技士 21名 ダム管理主任技術者 1名 浄化槽検査員 6名

第一種ダム水路主任技術者 1名 第二種酸素欠乏危険作業主任者 8名
高所作業車運転技能講習修了者 2名 防災士 4名

電気取扱（低圧）業務特別教育修了者 8名

そ
の
他

情報処理技術者 
（初級システムアドミニストレータ） 1名

施
工
管
理

一級土木施工管理技士 22名 電気取扱者に対する安全衛生特別教育 
（高圧・特別高圧電気）修了者 1名 甲種防火管理者 1名

二級土木施工管理技士 25名 二級ポンプ施設管理技術者 3名 会計指導員 9名
一級管工事施工管理技士 4名 一級機械保全技能士 1名 無人航空機操縦士二級 3名
二級管工事施工管理技士 1名 第二級デジタル通信 1名 無人航空機操縦士ニ等 2名
一級造園施工管理技士 4名

測
量・換
地

測量士 15名 第二種衛生管理者 2名
一級建築施工管理技士 1名 測量士補 34名 第一級陸上特殊無線技士 1名
給水装置工事主任技術者 1名 土地改良換地士 12名 第二級陸上特殊無線技士 1名

土地改良補償業務管理者 6名 　計 296名

水土里ネット宮崎取得資格一覧 令和 8 年４月１日現在

宮 崎 の 土 地 改 良 第647号　　(9)令和 8 年 5 月
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